
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 認定こども園大塚 

看護師 島田 

 

11月号

インフルエンザや感染性胃腸炎等、冬に多い感染症が流行る季節がやってきました。園庭で 

落ち葉を拾う子供たちも秋から冬への移り変わりを感じているようです。冬に向けて心も体も

元気に過ごせるよう、規則正しい生活を送るように心がけましょう。 

 
 

インフルエンザとかぜは何が違うの？

かぜは、喉の痛み、鼻水、くしゃみ、咳などの症状が

中心で、全身症状はあまり見られません。 

インフルエンザは、38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、

筋肉痛など、全身の症状が突然現れます。また、かぜ

と同様に、喉の痛み、鼻水、咳などの症状も見られま

す。突然の高熱が出たら病院で診てもらいましょう。

予防接種について 

発症を抑え、肺炎や脳炎などの合

併症を防ぐ重症化防止効果があり

ます。ワクチンは効果を発揮する

までに約２週間かかり、半年程度

効果が期待できます。急性の病気

にかかっている場合や、発熱して

いる子は予防接種を避けたほうが

よいでしょう。 

  ・進行が速い 

  ・38℃以上の高熱 

  ・寒気が強い 

  ・激しい頭痛や筋肉痛 

  ・咳がたくさん出る 

 

インフルエンザかも！？ 

 

 

１０月の感染症情報 

感染性胃腸炎   ５名  

ヘルパンギーナ  １名      

宮崎県内では、流行性角結膜炎(流行り目) 

の報告が増えています。症状は目やにや涙目

光が眩しい、結膜の充血等です。感染力が 

非常に強いので、疑われる場合は、早目の 

受診をお勧めします。感染性胃腸炎も増えて

きているので、手洗い、うがい等、引き続き

感染予防に努め、しっかり食べて、休んで 

体力をつけていきましょう。 


